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晩秋の候、保護者の皆様方におかれましては、益々ご健

勝のことと存じ上げます。

平素は、本校の教育にご理解・ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

２学期も終盤を迎えようとしていますが、様々な行事を取り組みながら子供たちは、

落ち着いた学校生活を送っています。日中の気温も下がり始めました。保護者の皆様も

くれぐれも体調管理はご留意し御身体をご自愛ください。

【体育大会】

１０月１４日（水）秋の快晴の下、体育大会を開催しました。

今年度は、感染症対策のため午前中のみの競技でしたが、生徒は

どの種目も全力で取り組み、声援もまじめに送りました。

閉会式では、素晴らしかった体育大会を自分たちで讃えようと 合同体操

全校生徒の拍手で結びました。生徒から若く活気あるパワーをも

らい感激をしました。生徒の皆様！お疲れさまでした。

貴志中リレー

【避難訓練】

中間テスト（１０月２３日）終了後の３限目に今年度２回

目となる避難訓練の実施予定でしたが、当日は生憎の雨でし

たので全校放送による「防災意識」を高める話を防災担当教

員から行いました。内容は、『正常性バイアス』についてで

した。「平成３０年 西日本豪雨」・「東日本大震災」の災害

時に≪大雨特別警報≫≪大津波警報≫が発表されているにも

かかわらず避難が遅れたり、「自分の家はハザードマップで

は安全な所だから大丈夫」と考え被害に合われた方々が少なくありませんでした。我々

人間には、こういった心理が働きがちですが、まずは身を守るための行動をとるべきこ

とを痛感しました。どうかご家庭でも防災意識を高めるためのお話していただければ幸

いです。

正常性バイアス（心理学用語）：自分にとって都合の悪い情報を無視したり、過小

評価したりしてしまう人の特性のこと。「自分は大丈夫」「今回は大丈夫」「まだ大

丈夫」などど過小評価するなどして、逃げ遅れの原因となる。

【ポートタイム】

１０月１９日（月）にポートタイムを行いました。先月は、２

５名の生徒の参加でしたが、今回は、テスト発表期間中というこ

ともあり５４名の参加でした。主にテスト範囲の学習に取り組み

ました。参加生徒が増えたことに喜びを感じています。今後もこ

の機会を利用して学習する習慣並びに自分の課題に向き合って欲

しいと考えています。 ≪裏面へ続きます≫



【和歌山大学教育ボランティア】

毎年、和歌山大学の学生さんが、教育支援ボランティアとして来校してくださいます。

しかし、今年度はコロナ禍のため１０月からのスタートとなりました。３名の学生さ

んが授業の合間に来校してくれます。すべての授業に支援はできませんができる範囲で

授業支援をしてくれます。また、ポートタイムの補助も行ってくれています。生徒との

年齢も近く親しみを感じている生徒も多いと思います。

【各部の活躍】

各競技とも９月から市・県総合体育大会が開催されました。既

に放送による表彰も行いました。各部ともよく健闘してくれまし

た。残念ながら入賞できなかった部につきましては今後期待をし

ています。また、全国大会（ジュニアオリンピック：横浜市で開

催）で１００ｍ女子３位という輝かしい記録を作ってくれた生徒

もいます。参加された生徒の皆さん！今後とも日頃の成果が出るように頑張ってくださ

い。表彰の記録は後日配布いたします『貴志中の輝き』をご一読ください。

【学校開放週間】

後日ご案内を配布させていただきますが、１１月１６日（月）から２０

日（金）まで学校開放週間となります。お忙しいとは思いますが、ご来校

していただきお子さんの授業等の様子を参観していただけたら幸いです。

その際、ご来校までに検温を済ませ、本館２階の事務室前で健康観察票に

記入していただき、受付を済まして吊り下げ名札の着用をお願います。尚、本校は、開

放週間に限らず何時でもご来校して参観をしていただいても結構です。（感染症防止の

ため同様の手続きをお願い致します。）

【期末テスト】

１１月２７日（金）・３０日（月）１２月１日（火）の３日間、期末テ

ストを予定しています。今年最後の定期テストとなりますが、テスト前

だけでなく毎日の授業や予習・復習の積み重ねが試される機会です。ま

だまだ先のことだと思わずに準備を重ねて欲しいと思います。特に３年

生は、受験が近づいてきています。受験勉強も併せて引き続き取り組ん

でください。また、１１月２０日（金）には３年生保護者対象の進路説明会を予定して

います。

季節柄、水が冷たく感じられるようになってきました。しかし、感染予防にとってこま

めな手洗いは大事なことです。どうかご家庭でも引き続き手洗いの習慣のご指導を宜し

くお願い致します。


